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人は何からできているのか
校長 高 倉 友 恵

夏休み前の全校集会で、生徒に「人は何からできているのか」と問いかけました。ある生徒は「気持ち」
と答えてくれました。人として大切なものは「気持ち、心」という思いが伝わり、嬉しく思いました。
ヒトは、物質的には「水分、タンパク質、脂肪、ミネラル」からできていますが、それぞれ同じ分量を

合わせても同じ人間にはならないこと、人は生まれながらの個性を持ち、成長の過程で少しずつ自分とい
う人間を創りだしていることを伝えました。思想や主義と言うと大層ですが、考え方や行動の癖、その積
み重ねにより自分が創られると考えると、日常生活や習慣を見直すことはとても大事です。
高校時代という、短くもかけがえのない月日の中で、生徒達には「自己」を見つめ、自分を成長させる

ことに意欲を持ち続けてほしいと願っています。そして、東川高校は「生徒一人ひとりに寄り添い、その
成長を支える学校であり続けよう」との思いでおります。今後とも、皆様のご支援をお願いいたします。

第56回東川高祭 大盛況で終了 ２年生 インタビュー調査

７月７日（金）・８（土）に東川高祭を実施し ７月14日（金）２年生「総合的な探究の時間」で、
ました。７日（金）のねぷた行列は４年振りの夕 町内散策をしながら東川町の各企業へインタビューに
刻実施となり、各クラスの力作が東川の夜を彩り 伺い、東川町の魅力や課題について調査と考察を行い
ました。また、８日（土）の一般公開は、多数の ました。事後学習では、班ごとにレポート作成を行い
来場者があり大盛況で終えることができました。 ました。
ご協力いただいた地域や保護者の皆様に感謝い

たします。

３年生 地域探究学習｢旭岳｣
７月19日（水）３年生が地域探究学習で旭岳・旭岳

源水公園・羽衣の滝・大雪水質保全センターに行って
きました。あいにくの悪天候でしたが、東川町の大自
然から、地域のよさや課題について探究することがで
きました。終了後には、学習のまとめをポスターにま
とめました。

１年生 ミニ写真甲子園

７月14（金）・24日（月）の両日、１年生の東
川学の授業で「ミニ写真甲子園」を実施しました。
14日（金）は「東川町の豊かさや歴史を感じる

ところ」をテーマに４枚の組写真を撮影し、24日
（月）は、その組写真に対して「どこに心を動か
されたか？」また「どんなところに町の魅力や課 学校生活に関わる調査

題があると思うか？」について発表を行いました。 ５月に学校生活に関わる調査を行いました。｢嫌な
発表後は、生徒相互に感想を伝え合うことなど 思いをしたことがある」と回答した生徒が７名いまし

の取組を通じて、今後の探究学習に生かせる振り た。近年、「嫌な思いをした」も含め、広義に「いじ
返りを行いました。 め」を判断することとしています。状況を聞き取り、

解消されるよう、継続した指導を行っております。
なお、本校の「いじめ防止基本方針」はＨＰでご覧

いただけます。

学校説明会

・日時 ９月11日（月）14:00～15:30
・対象 中学校３年生及び保護者
・内容 学校概要説明、模擬授業、

部活動見学（希望者のみ）
詳しくは本校のＨＰでご確認ください。
最新情報を随時更新しています。

大雪の麓たいせつのふもと
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